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１． はじめに

地域住民の関心が高く、コミュニティでの開催に参加者が増えている「防災」を契機とすることでコ

ミュニティ内のコミュニケーションが促進されるのではないかと仮説をたてた。そのためのツールとし

てＨＵＧ（避難所運営ゲーム）1を活用し、地域内組織を中心に、普段は地域活動に参加していない年齢

層へのアプローチも試みた。その結果を今後のさらなるコミュニティ内のコミュニケーション促進の一

助としたい。

２． 研究目的

地域コミュニティ内のコミュニケーション活性化

を図る一段階として、地域コミュニティへの防災の意

識づけについて報告する。

３． 研究方法

3.1 調査対象、調査期間（表１）

調査期間：2013 年 9 月から 12 月調査対象：６か所で

行ったＨＵＧワークショップでアンケート調査に応

じた参加者 182 名で、今回はそのうちの 154 名を対

象とした。

3.2 調査方法

防災を契機とした地域コミュニティへの意識づけ

を行うことを目的とした「避難所運営ゲーム（ＨＵ

Ｇ）のワークショップの後、アンケートを行った。

3.3 質問項目 （表２）

表２の項目について行った。

3.4 統計処理方法

第１段階

0～20 歳（28 名）を除く 154 名を分析の対象とし、

アンケート項目２（２）～３（１）まで性別、年齢

別の平均値を求めた。３（１）については（４）と

表記した。

第２段階

性別と年代でクロスしたデータに対してテキスト

マイニング（ＫＨコーダーによる） を行った。

                                                  
1 静岡県が考案した避難所運営をシミュレーションするカードゲーム。今回は東日本大震災時の避難所

での経験や報告書を加味し、多様性（高齢者、女性、子ども、外国人、障がい者）に配慮した避難所運

営に焦点を当てた内容にアレンジしたワークショップを行った。

（表１）

（表２）

１．     あなたの性別、年代をお聞かせください。該当するところに○をお願いします。

（１）性別　　　男　　　女

（２）年代　～9歳　10代　20代　30代　40代　50代　60代　70代　80歳～

（３）地域での役割　　区政協力委員　民生委員　子ども会　女性会　ＰＴＡ　消防団　その他（　　　　）

２．     地域の多様性についてお尋ねします。右のグラフの該当する所に○をお願いします。

(1)多様性の意味や概念をご理解いただけましたか？

(2)あなたの住む地域、コミュニティで、多様性の視点は必要だと思いましたか？

(3)災害時のみならず、普段から多様性に配慮した取り組みをしていきたいと思いますか？

３．     ＨＵＧ体験後の感想について、お尋ねします。

(1)災害時には、今日参加していない人達を含めた地域全体での協力や連携が必要だと思いましたか？

（２）今日の体験が、普段みなさまがなさっている活動のヒントになったでしょうか？

      どのようなところがヒントになったのかお聞かせください。

４．     感想やご意見など、ご自由にご記入ください。

わかったわからない

１ ２ ３ ４ ５ ６

そう思うそう思わない

１ ２ ３ ４ ５ ６

そう思うそう思わない

１ ２ ３ ４ ５ ６

そう思うそう思わない

１ ２ ３ ４ ５ ６

回数 日時 主催 参加者数

2013年9月8日

10：00～11：50

2013年9月9日

9：30～11：30

2013年9月19日 44名

13：00～16：00 （う ち子

ども21
2013年9月28日

10：00～11：50

2013年12月6日

13：30～16：00

2013年12月19日
（特活）日本ファシリテーション協会

13：00～17：30
中部支部

1 名古屋市緑区鳴海学区区政協力委員 54名

2 名古屋市昭和区広路学区女性会 43名

6 8名

3 名古屋市中区子ども会連合会

4 あいおい中央保険サービス（株） 21名

5 あいおい中央保険サービス（株） 12名
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４． 結果

4.1 第１段階

性別、年齢別で、平均差が確認された。（図１、図２）

4.2 第２段階

第１段階の平均値でみると、性別、年代別で差があるような

ので、性別と年代をクロスしてテキストマイニングを行った。

ここでは、第１段階にて有意な平均差が認められた 30 代～40
代（図３）、50 代（図４）、60 代以上（図５）について掲載する。

【30 代～40 代の男性】 図３上

「思う」「視点」「女性」、「必要」「地域」「機会」「知る」「重

要」「考える」「多様」「普段」「説明」がキーワードとして挙が

っている。

＊地域の中の事を知る必要性、普段から多様な視点で見ること

を重要であると考えたといえる。

【30～40 代の女性】図３下

「人」「思う」「考える」、「避難」「いろいろ」「地域」「ふだん」

「コミュニケーション」「大切」が挙がっている。

＊地域での避難では、いろいろな人がいることを想定しておく

こと、ふだんからのコミュニケーションを大切にしておくこと

が重要だと考えたといえる。

【考察１】

30～40 代男性には、地域、女性に目を向ける説明と機会を提

供すること、女性には避難所でのコミュニケーションの機会を

提供するよう促すことが効果的であるといえる。

（１）理解

男性   女性

（２）必要

男性   女性男性   女性 男性   女性

（３）取組 （４）連携

年代 平均値

30，40代 5.38

50代 5.03

60代以上 4.75

30，40代 5.75

50代 5.37

60代以上 5.17

30，40代 5.34

50代 5.03

60代以上 5.20

30，40代 5.84

50代 5.46

60代以上 5.37

（３）取組

（４）連携

（１）理解

（２）必要

30.40 50  60 30.40 50  6030.40 50  60 30.40 50  60

（１）理解 （２）必要 （３）取組 （４）連携

（１）性別 平均値
1男 4.88
2女 4.99
1男 5.22
2女 5.43
1男 4.97
2女 5.35
1男 5.34
2女 5.60

（１）理解

（２）必要

（３）取組

（４）連携

（図１：性別の平均）

（図２：年代別の平均値）

（図３ 30～40 代）
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【50 代の男性】 図４上

「思う」、「実際」「シミュレーション」「普段」がキーワード

となっている。

普段から実際を想定した対応をシミュレーションしておくこ

とが重要だと考えたといえる。

【50 代の女性】図４下

「経験」「活動」「今日」「感じる」、「改めて」「必要」「人」「大

切」「ＨＵＧ」「少し」がキーワードとなっている。

今日の経験を活動に活かすことが必要だと感じ、災害につい

て考える事が少し大切だと思ったということがいえる。

【考察２】

50 代の男性には、シミュレーションで訴えることが効果的で、

女性には日ごろの活動に活かすよう考える時間をＨＵＧのまと

めの段階にいれることがより効果的であるといえる。

【60 代の男性】 図５上

「ゲーム」「避難」「参加」、中心性（固有ベクトル）では、「ゲ

ーム」「全く」「混乱」「事例」「ＨＵＧ」がキーワードとなって

いる。

混乱の事例をゲーム化するというＨＵＧは 60 代の男性には

たいへん訴求力があったといえる。

【60 代の女性】図５下

「知る」「心がける」「リーダー」「学ぶ」、「気がつく」「障害」

「今回」「配慮」「精神」「問題」「起きる」がキーワードとなっ

ている。

女性の視点だけでなく、障害者という視点、心のケアにも配

慮が必要であることを強く考えるようになったこと、まら、避

難所で多様な人々が少しでも心地よく暮らせるためにはリーダ

ーのあり方が重要であると考えたといえる。

【考察３】

60 代以降の男性には、シミュレーションゲームの中で多様な

人々に対する配慮などを訴えるだけでなく、普段からのコミュ

ニケーションも必要であることを訴えることがより実行に移す

ための効果があるといえる。

60 代以降の女性には、リーダーは男性とは限らず、女性が避

難所のリーダーとなる、またはリーダーに意見をいうことを厭

わないことを訴えることが重要であるといえる。

５． おわりに

ＨＵＧを実施したことで、住民にとってはコミュニティ内の

多様な住民への対応や普段からのコミュニケーションの必要性を知識として得ることはできたといえ

る。その中でも性別、年齢によって、キーワードやベクトルの方向性に差異がみられることが検証でき

た。

今後の課題として、今回の分析結果を機能的に活用することでより効果が期待できるのではないか。

例えば、30～40 代女性を地域のリーダーとして養成することがコミュニティ内のコミュニケーション

の促進につながる、意識の高い 30 代 40 代女性と地域の役員を担っている 60 歳以降の男性との協働な

どの仮説を立て、検証していきたいと考える。                   以上

（図４ 50 代）

（図５ 60 代～）


